
建設生産システム改革 （モデル事業・研究会）

測量・設計・施工・維持管理・修繕の一連の建設プロセスにおいて、ICT（情報通信技術）を活用したモデルを実践し、
生産システム全体での効率化・高度化を図り、現場に力点を移しつつ、行政サービス向上・生産性向上を実現する。

企画・調査・計画 設計 施工 維持管理・修繕

建設生産システム改革建設生産システム改革 （建設生産管理、資産管理・運用）（建設生産管理、資産管理・運用）

○監督検査の効率化の
仕組

○施工性向上の仕組

○品質・安全への影響

○施工ﾃﾞｰﾀの活用策

研
究
課
題

監督検査の効率化

施工管理の効率化

施工性・品質・安全向上

目
的

情報化施工モデル事業

○監督検査の改善方策

○施工管理の改善方策

○書類の簡素化方策

○基準（内容・ﾌｫｰﾏｯﾄ
等）

研
究
課
題

書類の簡素化

業務の効率化

監督検査の効率化

目
的

情報共有モデル事業

○視覚化による業務の高度
化・効率化（求められる機能）

○測量・施工・維持管理との
連携

○要素技術研究（ｿﾌﾄ関係）

○基準（設計・ﾌｫｰﾏｯﾄ等）

研
究
課
題

関係者協議の効率化

設計の効率化・高度化

（測量～施工）

目
的

3次元測量設計ﾓﾃﾞﾙ事業

○各要素の統合

○統合ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ構築

○関係基準

○技術者資格

○建設生産ｼｽﾃﾑ（受発注者
の業務分担）

研
究
課
題

受発注者双方の業務効率化

視覚化による行政ｻｰﾋﾞｽ向上

事業全体の迅速化

生産性向上

目
的

建設生産モデル事業

（統合ﾓﾃﾞﾙ)

住民への説明不足による事業の遅延 設計の手戻りが多い 作成書類が多い 造った当時のﾃﾞｰﾀが不足二重管理による手間の増大

現
状

目
指
す
姿

○維持管理のあり方

○ﾃﾞｰﾀ活用方法

○システム構築

○ﾃﾞｰﾀ蓄積方策（ICﾀｸﾞ
活用等）

研
究
課
題

維持管理の効率化

補修の効率化

（設計データの把握、
経年データ分析）

目
的

維持管理モデル事業

 作成した平面図を３Ｄ表現処理を行う事により、スキルに
 関係なく道路構造を把握する事が出来る。
 作成した平面図を３Ｄ表現処理を行う事により、スキルに
 関係なく道路構造を把握する事が出来る。

現場支援ﾁｰﾑ

技術普及ﾁｰﾑ

技術研究ﾁｰﾑ

建設ICT導入研究会建設ICT導入研究会

建設ICTﾓﾃﾞﾙ事業建設ICTﾓﾃﾞﾙ事業

ＩＣタグ

1974-0008-0002

ＩＣタグ

1974-0008-0002

一般公募によるﾒﾝﾊﾞｰで
建設ICT導入の諸課題の

研究、技術普及を目指す

講習会等の開催や技術者
育成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの策定により、
技術の普及を目指す

建設ICTﾓﾃﾞﾙ事業の技術

的支援や現場指導、現場
検証を行う

建設ICT導入の課題、技術

基準等の研究、建設生産シ
ステム全体のモデルの研究
を行う

建設ICTを現場で実践し、適用を実証する。建設ICT導入研究会にて実施のフォローを行う

情報化施工
ｎ次元設計

（3D-CAD,ｳﾞｧｰﾁｬﾙﾘｱﾘﾃｨ,ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ）
3D測量 ICﾀｸﾞ

維持管理ｼｽﾃﾑ

ﾓﾃﾞﾙ検証・基準提唱

適用結果

H21.  11 － 12

ﾓﾃﾞﾙ構築・基準確定ﾓﾃﾞﾙ試行・基準検討ﾓﾃﾞﾙ試行・課題研究ﾓﾃﾞﾙ・課題研究１１月設立研究会

検証

H21.  7 － 9

ﾓﾃﾞﾙ終了。本格化(第2弾)手続開始(第1弾)現場開始順次公告モデル事業

～ H22. 12H21.  4 － 6H21.  1 － 3H20.10–12（ｽｹｼﾞｭｰﾙ案）

第１弾第１弾

第２弾 第２弾

ｻﾃﾗｲﾄ(一般）会員
建設ICTの習得、

現場ニーズの把握

中小企業対象中小企業対象
H20.11H20.11以降公告以降公告

連携

178者127者51者
計一般ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

会員応募状況（ 11.21）

情報共有ｼｽﾃﾑ

主な課題

2008.11.212008.11.21設立総会設立総会

建設建設ICTICT活用活用 （（各技術の統合各技術の統合 ；統合ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ；統合ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ, , 建設建設ICTICTﾓﾃﾞﾙﾓﾃﾞﾙ））
○生産性向上
○行政ｻｰﾋﾞｽ向上
○現場技術力強化



建設ICT導入研究会の展望 ～ 情報の有効活用→効率化→現場技術力強化 ～

設
計

担
当

施
工

担
当

修
繕

担
当

計
画

担
当

（設計説明会）（計画説明会） （施工説明会） （修繕の時）（管理段階）

図面が分かり
難い

計画時の意見が
反映されていない

どのような影響があ
るのか分かり難い

設計が
良くない

工事内容が
分かり難い いつ壊れるか

不安

何が出来るのか
分からない

図面どおり
の管理を
行うべき

平面図 平面図・横断 平面図・施工図

作った時の
データが見
あたらない

書類作成
の負担が
大きい

設計成果
が使えな

い

修
繕

会
社

作った時の
データが不
足しており、

不安

再度、図面
を作成しな
いといけな

い

------
平面図・断面図

測
量

会
社

設
計

会
社

手戻り
が多い

管理台帳

管
理

会
社

発
注
者

受
注
者

国
民

管
理

担
当

壊れたら
直そう

適切な管
理とは？

設
計

会
社

平面図

設計変更は
面倒なので、
最小限の情
報しか示さな

い

調
査

会
社

調査ﾃﾞｰﾀ
・・・
・・・

私は聞いて
ない

平面図・施工図測量ﾃﾞｰﾀ
・・・
・・・

施
工

会
社

二重管理
になって
いる

材料の安
全性？

施工時の
情報？

：情報の流れ

管理台帳

協同意識が
沸かない

忙しい → ちゃんと現場を見られてない

計画・調査計画・調査 設計設計 施工施工 維持管理維持管理 修繕修繕

測量
データ
が足りな

い

あとは設計
よろしく

現状の課題

仕事の全体像が
分からない！

データ共有なし データの作り直し データの作り直し データの作り直し

TM



設
計

担
当

施
工

担
当

修
繕

担
当

計
画

担
当

（設計説明会）（計画説明会） （施工説明会） （管理段階）

完成をイメー
ジし易い

前向きに
意見をした

くなる

分かり易い！

設計段階の経
緯も知っている

工事内容が
分かり易い まだ大丈夫な

ようだ。安心。

新しくなるんだ！

データに
基づき効
率的な管
理を行う

イメージ図 イメージ図・VR イメージ図・VR

作った時の
データが
残っている

書類作成
の負担が
減った

設計が
使える

修
繕

会
社

作った時の
データが
残っており

安心

作った時
のデータ
で設計を
効率化

測
量

会
社

設
計

会
社

手戻り
が少な
い

管
理

会
社

発
注
者

受
注
者

国
民

管
理

担
当

適切な管
理により、
寿命を延
ばそう

そろそろ修
理が必要

設
計

会
社

変更も容易なので、
多くの情報を共有し、
一緒に考えよう

調
査

会
社

情報の漏れ
がないよう

３次元３次元
ﾚｰｻﾞｰ測量ﾚｰｻﾞｰ測量

施
工

会
社

データに
よる管理
で効率的
となった

材料の記
録や施工
データが
確認でき、
安心。

同一情報の有効活用同一情報の有効活用☆☆情報共有情報共有
調査調査
ﾃﾞｰﾀﾃﾞｰﾀ

３次元３次元
設計ﾃﾞｰﾀ設計ﾃﾞｰﾀ

３次元３次元
施工ﾃﾞｰﾀ施工ﾃﾞｰﾀ

情報共有情報共有
システムシステム

情報化施工情報化施工

３次元３次元
イメージイメージ

３次元３次元
イメージ・イメージ・VRVR

３次元３次元
イメージ・イメージ・VRVR 台帳管理台帳管理

システムシステム

ICICタグタグ

できるだけ分かり
易く説明し、協同
意識を持とう

ツールの活用による効率化 → 現場を見るＩＣＴツールＩＣＴツール

施工ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

計画・調査計画・調査 設計設計 施工施工 維持管理維持管理 修繕修繕

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
強
化

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
強
化

の
強
化

行
政
サ
ー
ビ
ス

協
同
意
識

の
向
上

行
政
サ
ー
ビ
ス

行
政
サ
ー
ビ
ス

協
同
意
識

協
同
意
識

の
向
上

の
向
上

品質向上

スピードＵＰ

適正なコスト

建設生産システム
全体を通して…

：情報の流れ

目指す姿目指す姿

仕事の全体像・意義
が分かる！

設計の
時から
関わっ
ている

施工管理施工管理
システムシステム

TM



建設ＩＣＴ導入研究会の展望 ～ 目指す現場の姿 ～

工場

ICICﾀｸﾞﾀｸﾞ

（入退出管理）（入退出管理）
情報化施工情報化施工

((ﾏｼﾝｺﾝﾄﾛｰﾙﾏｼﾝｺﾝﾄﾛｰﾙ))

情報化施工情報化施工
((ﾏｼﾝｶﾞｲﾀﾞﾝｽﾏｼﾝｶﾞｲﾀﾞﾝｽ))

事故防止事故防止
ｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑ

整備局
事務所

ICICﾀｸﾞﾀｸﾞ

３３DCADDCAD
施工管理施工管理

ﾘｱﾙﾀｲﾑ映像ﾘｱﾙﾀｲﾑ映像
３３DD図、図、VRVR
工程管理工程管理

３３DD
施工検討施工検討

情報化施工情報化施工
((施工ﾃﾞｰﾀ活用施工ﾃﾞｰﾀ活用))

ライブ映像ライブ映像

建設生産システム建設生産システム

設計会社

建設会社

調査・計画 設計・発注

施工維持管理

情報共有情報共有
ｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑ

３３DCADDCAD

視覚化視覚化
((VR,etcVR,etc))

３３DD測量測量

関係機関との協議

自動積算自動積算
ｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑ

専門家との技術検討

３３DCADDCAD

シミュレーションシミュレーション

維持管理維持管理
システムシステム

ＩＣタグＩＣタグ

管理所

国民

発注者

受注者

情報共有情報共有
ｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑ

３３DCADDCAD

VRVR

シミュレーションシミュレーション

○自動マシン制御
→ 施工性の向上
→ 事業スピードUP
→ 品質の向上
→ CO2の削減

○丁張りレス
→ 事業効率化
→ 安全性向上

●建設生産管理・資産管理

現場状況をリアルに把握
（映像・画像・３D図・VR)
迅速な課題解決
予算管理
雇用創出状況の把握
資材の供給コントロール
資産運用・管理

○視覚化によるイメージ共有
→ 同一イメージが共有される
→ 設計協議が迅速且つ正確

○修繕の効率化・高度化
→ 設計・施工データの

把握
→ 戦略的維持管理

TM

出張所・現場詰所

○工事書類の
ペーパレス化

情報共有情報共有
ｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑ

３３DCADDCAD
統合管理統合管理

住民説明会

ＩＣＴＩＣＴ
目安箱目安箱

良いモノを 妥当なコストで
タイムリーに、国民に提供

① リアルタイムに現場管理

（工程・施工状況・書類等）

○設計図面のペーパレス化
→ 全て３DCADデータ

○維持管理の効率化・高度化
→ 管理台帳ＤＢ
→ 経年変化の把握
→ 戦略的維持管理

○リアルに施工計画
→ ４次元的で施工計画を検討

修繕修繕

○災害復旧
→ 即時の状況把握
→ 設計・施工データを活用し迅速且つ適切な対応

○利用状況把握
→ 整備効果
→ 改良箇所の把握

② トレーサビリティの確保

（ＩＣタグ等による
資機材、人の管理）

③ 人・機械の動きを

リアルタイムに把握

④ 情報化施工データ

を活用した品質管理

⑥ ＴＳ等によるリアル

タイムに出来形管理

⑤ 検査機器の活用とデー

タ共有による品質管理

⑦ 設計図、施工図、出来形

管理と設計変更の自動化
（３DーCAD等活用)

⑧ 機械・人の位置判断によ

る安全管理
（建設機械と作業人の位

置確認、危険予報発信）

⑨ 施工による周辺環境へ

の影響を管理・低減
（騒音・振動・CO2・排水等）

ICTICTﾂｰﾙﾂｰﾙ

施設台帳管理施設台帳管理
システムシステム



リアルタイムな測定データ、施工管理データによる現場管理の実施
発注者が請負者より施工管理データをリアルタイムに入手し、監督・検査の一体的実施
事業執行の効率化を通じて、現場に力点を移し、現場技術力の強化を図る

建設ＩＣＴ導入による現場管理について

現場の改革

工 程 ① 情報共有システムでﾘｱﾙﾀｲﾑに現場管理（工程、施工状況、書類など）

コ ス ト 資材等管理 ② ＩＣタグ等でﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨの確保（ＩＣタグ、ＩＣカードによる資機材、人の管理）
資 材 ： 製造年月日、メーカー名、規格、品質証明
機 械 ： メーカー規格、製造年月日、保有者名
作業員 ： ＩＣカードによる出入場、労務管理

作 業 管 理 ③ 機械・人に発信機を設置してﾘｱﾙﾀｲﾑに把握し稼働状況の確認
機械・人 ： 作業状況を把握して、歩掛調査、作業工程管理に活用
作 業 員 ： 人の状況を把握して、作業員の区別、施工体制の整合

品 質

⑤ 品質確保に向けた検査機器の活用とデータ共有 （ﾘｱﾙﾀｲﾑに確認）
○生コン：単位水量、温度等の測定管理 ○土 工：締固め密度測定（連続ＲＩ）
○ｱｽﾌｧﾙﾄ：温度、密度等の測定管理 ○鉄筋構造物：非破壊による配筋かぶり、強度測定

出来形管理 ⑥ ＴＳ等による出来形管理データの直接入手と活用

設 計 変 更 ⑦ ３D－ＣＡＤによる設計図、施工図、現場出来形管理と設計変更の自動化

安 全 ⑧ 機械、人に設置した発信機による機械、人の位置判断

環 境 ⑨ 施工による周辺環境への影響を管理・低減

・発注者、請負者の現場管理の効率化 ・工事書類のペーパーレス化 ・工事品質の向上 など
効 果

クレーン類、締固め機械類等と作業人の位置確認、危険予報の発信等

騒音、振動、ＣＯ２ 、排水等のﾃﾞｰﾀ測定をﾘｱﾙﾀｲﾑに実施し環境管理

出来形

④ ＴＳ、ＧＰＳ等使用して情報化施工による品質確保品 質 管 理

安 全 管 理

環 境 管 理

施

工

管

理

工 程 管 理

ＰＣ上でﾋﾞｼﾞｭｱﾙな完成状態の確認、使用数量の算出、配筋図と配筋状態の確認など

発注者と請負者が汎用ソフトを使用して情報共有

出来形データをﾘｱﾙﾀｲﾑに入手し出来形の評価

締固め機械、敷均し機械等のリアルタイムなデータによる品質管理




